
2008 年 12 月 16 日 
(社)日本原子力産業協会 

 
原子力産業セミナー２０１０の開催報告（速報） 

 
原子力ルネッサンスを背景にして、景気後退による学生の就職危機意識向上、および東

芝、日立製作所、三菱電機、電力会社などの知名度の高い企業が参加したことで、大幅に

学生の参加が増加した。 
 

１．開催日時：2008 年 12 月 13 日（土）１０：００～１７：００ 
２．場所：新宿エルタワー30 階 サンスカイルーム 
３．企業参加：４５社（50 音順） 
  アトックス、AREVA Japan、伊藤忠テクノソリューションズ、ウツエバルブサービス、

エンジニアリング開発、オー・シー・エル、関西電力、グローバル・ニュークリア･フ

ュエル･ジャパン、原子燃料工業、原子力安全基盤機構、原子力発電環境整備機構、原

電事業、原燃輸送、J-POWER（電源開発）、新日本空調、中部電力、千代田テクノル、

テクノフレックス・トーラ、テネックス・ジャパン、テプコシステムズ、電力中央研

究所、東京エネシス、東京電力、東京防災設備、東芝、東芝電力検査サービス、東芝

電力放射線テクノサービス、東芝プラントシステム、東電環境エンジニアリング、東

電工業、東電設計、日本アイソトープ協会、日本エヌ・ユー・エス(JANUS)、日本原

子力研究開発機構、日本原子力発電株式会社、日本原燃、日本メジフィジックス、発

電設備技術検査協会、ＢＷＲ運転訓練センター、日立製作所、日立プラントテクノロ

ジー、三菱原子燃料、三菱電機、三菱マテリアル、若狭湾エネルギー研究センター 
４．学生参加：５１０名（大学、専攻等は集約中） 
５．マスメディアの取材：  
  ＮＨＫ、電気新聞、東京新聞、電力時事通信、ナショナルＰＲ、ＴＢＳ(番組ピンポン)

原産新聞、JAIF-TV 
６．マスメディアへの掲載：（開催日前） 
  毎日新聞、産経新聞、フジサンケイビジネスアイ、電力時事通信、原産新聞 
７．産業紹介展示： 
  関西原子力懇談会：ＰＷＲ模型、日立製作所：ＡＢＷＲ模型、原子燃料工業：燃料模

型、日本原子力研究開発機構：ＦＢＲ模型､桐箱他、東京電力：圧力容器模型､パネル

他、環境浄化研究所：放射線技術を応用した消臭剤､マスク､衣料他、原燃輸送：ポス

ター 
８．学生周知・参加増加の為の工夫 

・インパクトのあるポスターによる周知 
・学生への Web による告知（30,000 人×3 回） 

  ・毎コミホームページ「マイナビ」における原子力産業特集の掲載（2008.10.1～ ） 
  ・毎コミ主催大型就職説明会でのポスター掲示、ビラ配布 
  ・協会に関係する大学教授への依頼電話、ポスター掲示依頼 
  ・大学就職課への依頼電話、ポスター掲示依頼 
  ・理系学生へのダイレクト郵便はがき送付（28,500 通） 
  ・原子力学会学生連絡会への学生周知協力による学生への周知 
  ・７学会、高専機構の協賛 
  ・企業ホームページでのリンクによるセミナーの紹介（相互にリンク） 
  ・先着 300 名へのプレゼント（放射線技術を応用した消臭剤､マスク） 



９．当日の会場の工夫 
  ・原子力発電プラント模型、燃料模型の展示、パネル展示による原子力産業紹介 
  ・カフェコーナーの設置 
１０．会場の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

以上


